
呂
刑
に
見
え
れ
ろ
皇
帝

　
　
　
　
　
　
文
學
士
　
武
　
内
義
　
雄

　
　
　
　
閲
、
　
叙
説

　
皇
帝
の
二
字
は
後
世
帝
王
の
普
通
名
詞
こ
し
て
博
く
用

ゐ
ら
る
、
所
な
れ
こ
も
古
は
必
ず
し
も
然
ら
す
一
ノ
外
周
書

馬
寮
に
見
ぬ
閉
る
皐
帝
に
つ
き
て
卑
見
を
述
べ
博
雅
の
叱

正
を
請
は
む
。

　
　
若
古
有
切
、
豊
平
惟
始
作
臨
、
管
毛
於
季
民
、
岡
不

　
　
冠
避
走
義
姦
究
奪
覆
馬
瀬
、
富
民
弗
用
露
、
制
以
刑
、

　
　
感
作
五
聖
之
刑
臼
田
、
殺
受
認
享
、
震
腰
湯
爾
鋼
瑠

　
　
豚
鯨
、
越
弦
麗
刑
井
制
、
周
差
糠
解
、
民
興
膏
漸
、

　
　
混
混
寡
馨
、
岡
中
干
信
．
翌
翌
訊
盟
、
虐
翠
帳
鐵
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
方
告
無
皐
干
上
’
帝
）
上
帝
蕃
民
、
問
有
馨
十
徳
刑
、
警

　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
聞
惟
腸
、
皇
帝
哀
溌
庶
鍬
之
不
…
畢
，
報
虐
以
威
、
遇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　

　
　
絶
細
民
、
無
事
在
下
、
陰
湿
重
黎
絶
地
天
通
、
周
有

　
　
　
　
　
　
　
ぐ

　
　
降
格
，
皇
帝
審
問
下
民
、
有
僻
有
婦
　
日
、
群
后
隷

　
　
第
ご
巻
　
　
叢
設
　
　
呂
刑
に
見
え
穴
ろ
皇
帝

　
　
在
下
、
雪
明
漿
常
、
鰹
寡
無
蓋
、
徳
威
惟
畏
、
徳
明

も
　
惟
明
、
乃
命
三
后
、
愉
功
子
民
、
伯
夷
降
典
、
折
民

　
　
惟
刑
、
禺
李
強
土
、
酒
蒸
山
川
、
緩
降
播
輝
農
殖
穀

　
　
嘉
、
三
后
戒
功
、
惟
般
予
民
、
呂
溺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

右
は
周
知
量
刑
の
｛
節
な
り
○
そ
の
中
，
上
帝
上
帝
」
は
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
に
は
「
上
上
帝
」
ご
あ
り
て
上
上
の
閥
に
帝
の
字
な
し
Q

想
ふ
に
奮
、
上
、
帝
、
」
ご
あ
り
し
も
の
、
笹
下
の
々
を
失
ひ

し
も
の
な
る
べ
し
。
「
叉
群
后
之
難
在
下
」
以
下
十
四
字
は

儒
孔
傳
本
に
は
「
皇
帝
溝
問
下
民
」
の
句
上
に
め
り
て
「
有

僻
有
苗
」
の
上
に
、
鰹
寡
」
の
二
字
あ
り
て
「
有
所
」
を
「
子

紛
し
に
作
り
、
且
つ
其
下
に
「
日
」
の
字
な
し
。
今
墨
子
爾
貴

篇
引
く
所
に
從
ふ
。

借
右
呂
刑
に
見
た
る
二
皇
帝
の
何
人
な
る
か
に
つ
き
て

は
、
古
來
四
種
の
異
設
あ
り
。

　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
一
　
皇
帝
を
止
方
こ
も
舜
な
り
こ
す
る
説

　
メ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
二
　
皇
帝
を
東
方
こ
も
尭
な
り
こ
す
る
説

　
　
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
む

　
三
　
前
の
皇
帝
は
額
頒
後
の
皇
帝
は
尭
．
．
こ
す
る
説

第
四
號
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第
二
巻
　
　
叢
　
説
　
　
呂
刑
に
見
え
ぬ
る
皇
帝

　
鋤
　
皇
帝
を
天
こ
す
る
説

　
く

即
薫
れ
な
り
。
而
し
て
そ
の
中
書
愚
説
は
直
接
或
は
閥
擾

に
恩
典
を
通
じ
て
試
み
ら
れ
た
る
解
繹
な
る
も
最
後
の
一

説
は
然
ら
す
。

　
　
　
　
農
、
勇
典
を
白
む
て
見
た
る
呂
麟
の
畠
帯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
一
　
皇
帝
を
舜
な
り
こ
す
る
は
伺
書
察
、
傳
の
説
な
り
Q

　
　
　
呪
一

　
皇
帝
馳
駆
、
以
書
放
之
治
苗
民
命
伯
夷
禺
穫
皐
陶
皆
舜

之
事
呂
刑
一

思
ふ
に
黙
れ
呂
刑
を
舞
殿
に
比
較
欝
照
し
て
得
π
る
も
の

な
る
べ
く
、
其
當
否
は
　
琵
典
の
解
繹
加
何
に
よ
り
て
定
ま

る
。
藥
傅
は
恩
典
即
儒
古
墨
の
舜
典
に
記
載
せ
ら
れ
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む

禺
緩
契
等
登
庸
の
辮
命
に
冠
せ
る
帝
日
の
蕾
に
配
す
る
舜

を
以
て
し
、
発
の
日
時
に
當
り
て
舜
は
政
を
概
せ
し
の
み

な
れ
ば
帝
ご
呈
す
る
を
得
す
然
る
に
此
に
帝
日
こ
め
る
は

尭
既
に
崩
じ
て
舜
方
に
位
に
即
、
き
し
が
秘
め
な
る
べ
き
を

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
　
七
六
　
　
（
六
二
入
）

註
せ
ウ
。
著
し
察
枕
の
此
の
解
繹
に
し
て
誤
な
か
ら
し
め

ば
、
呂
刑
の
皇
帝
を
舜
な
ゆ
こ
す
べ
き
は
當
然
の
事
な

り
。
然
る
に
孟
．
丁
垂
り
事
を
論
き
て
、
甕
の
時
に
掌
り
て

天
下
未
だ
羅
か
な
ら
す
、
舞
之
を
憂
へ
舜
を
若
げ
て
敷
治

せ
し
む
、
舜
猛
を
し
て
火
を
掌
ら
し
め
、
禺
を
し
て
九
河

を
疏
せ
し
め
、
口
口
を
し
て
民
に
稼
稿
を
敷
へ
し
め
、
契

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
つ
　
　
　
　
お

を
し
て
司
徒
こ
な
ら
し
め
し
事
を
調
べ
、
且
つ
放
鋤
臼
、

勢
之
、
來
之
、
匡
之
、
直
之
、
輔
之
、
翼
之
、
使
自
得
之
、

将
領
而
振
穗
之
、
こ
い
ふ
句
を
以
て
之
を
結
べ
b
糠
好
蠕
。

思
ふ
に
是
れ
孟
．
＋
が
斐
典
に
よ
り
て
説
を
な
せ
し
も
の
な

る
べ
く
、
研
謂
放
朝
日
は
爾
書
の
帝
日
に
遷
れ
り
Q
孟
子

が
詩
書
に
通
ぜ
る
は
趙
岐
既
に
之
を
い
ふ
、
而
し
て
其
禺

緩
等
登
庸
を
以
て
舞
の
事
こ
し
帝
を
以
て
数
勲
即
発
ご
解

せ
る
を
見
れ
ば
藥
傳
の
説
從
ふ
べ
か
ら
ざ
る
に
似
π
り
。

論
者
或
は
曰
く
、
重
過
表
記
に
「
甫
洞
日
徳
忍
耐
威
徳
明

、
惟
明
非
虞
帝
其
玄
能
如
此
超
し
ご
あ
る
明
に
皇
帝
を
以
て

舜
ご
解
せ
る
も
の
に
あ
ら
す
や
ご
。
古
れ
こ
も
之
は
発
の



治
績
は
舜
の
功
に
竣
つ
も
の
多
き
が
故
に
、
表
記
の
作
者
　
　
　
序
、
不
相
瓢
也
、
民
是
庭
苔
有
信
、
神
是
以
能
麿
明

が
舜
を
讃
美
す
る
憾
め
に
引
け
る
な
り
こ
も
解
し
得
ぺ
け
　
　
　
徳
、
民
淋
異
業
敬
而
不
漁
、
故
藁
薦
之
嘉
生
、
民
以

れ
ば
未
だ
呂
刑
の
皇
帝
の
舜
π
る
を
断
ず
る
確
讃
ご
は
な
　
　
　
潜
血
、
馬
車
不
生
、
所
求
不
匿
、
少
量
氏
之
哀
也
、

し
難
し
Q
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
黎
織
徳
、
、
民
憩
難
繰
不
可
放
物
、
渦
蕗
蒋
至
、
莫

　
」
一
　
之
を
塞
な
り
こ
せ
る
は
偽
探
題
な
り
。
此
説
に
從
　
　
　
養
仕
懸
、
顯
環
受
之
、
立
命
南
正
重
司
山
回
薦
神
、

へ
ば
、
発
典
（
即
儂
孔
絵
本
の
舜
典
）
の
帝
ご
呂
刑
の
皇
帝
　
　
　
命
火
面
黎
野
地
以
鵬
民
、
使
復
薔
常
、
無
相
侵
漬
、

ご
は
全
く
相
符
合
し
て
且
つ
孟
子
の
解
繹
に
乖
か
す
、
然
　
　
　
共
後
幅
苗
服
九
黎
之
徳
、
（
故
二
字
威
贋
所
職
、
而

れ
こ
も
重
黎
ご
皇
帝
こ
の
關
係
に
つ
き
て
は
牽
強
の
嫌
な
　
　
　
閏
徐
身
心
、
孟
阪
斜
文
、
癬
提
無
量
，
歴
歎
失
序
）
、

き
に
あ
ら
す
○
儒
孔
傳
は
之
を
も
蜷
典
に
附
肥
し
て
重
は
　
　
　
発
復
遽
重
々
風
後
不
忘
奮
者
、
訓
声
典
之
、
r
而
立
義

即
義
、
黎
は
即
和
、
塁
義
和
に
命
じ
て
天
地
四
時
の
官
を
　
　
　
和
之
官
、
明
時
正
度
、
則
陰
陽
調
、
風
爾
茂
氣
至
．

掌
ら
し
む
ご
い
ひ
、
孔
疏
更
に
之
を
敷
謝
し
て
　
　
　
　
　
　
民
無
天
疫
）
奥
説
歴
書

　
　
義
是
重
之
子
孫
、
垂
垂
黎
之
子
孫
、
能
不
忘
窟
之
薔
　
右
は
大
約
離
船
に
見
ね
陀
る
観
射
父
が
楚
藩
王
の
問
に
答
「

　
　
業
、
故
以
重
三
宮
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
し
語
に
本
け
る
も
の
な
れ
ざ
も
、
其
括
弧
内
に
挿
め
・
。

ご
解
せ
り
。
臓
ふ
に
此
説
は
吏
記
膵
書
に
胚
適
せ
る
も
の
部
分
は
楚
語
の
未
だ
明
言
せ
ざ
る
所
に
し
て
、
司
馬
遷
が

の
如
し
Q
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
増
補
せ
し
も
の
＼
如
し
。
余
窃
に
此
丈
を
以
て
楚
語
に
昭

　
　
（
黄
帝
考
定
星
歴
、
建
立
五
行
、
起
消
息
・
正
閏
除
）
・
し
二
者
の
聞
多
少
の
蓬
庭
あ
”
。
を
疑
ふ
。
楚
語
に
見
π
〃
。

　
　
於
暑
天
地
羅
物
類
之
官
・
是
謂
五
宣
各
司
置
ハ
五
寝
細
細
潔
傑
贈
物
類
の
富
9
び
解
せ
ら
・

第
ご
巻
　
　
叢
翫
　
　
呂
測
に
見
え
れ
ろ
皇
帝

第
四
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第
ご
巻
　
　
叢
　
説
　
　
呂
刑
に
見
え
糞
ろ
皇
帝

る
に
、
歴
書
に
・
の
り
て
は
其
上
に
、
建
立
五
行
臣
等
の
句
を

附
加
せ
る
が
爲
め
、
左
法
螺
雑
嚢
の
所
謂
五
行
之
寮
・

解
せ
ら
る
＼
が
如
し
其
画
一
な
り
。
難
語
に
於
て
は
重
ご

黎
ご
は
天
地
憩
民
を
分
掌
せ
る
官
に
し
て
、
恰
も
周
面
の

大
宗
伯
が
祭
㍊
を
司
り
司
徒
が
入
落
を
掌
も
し
も
の
、
如

く
に
解
せ
ら
る
》
も
、
歴
書
に
あ
り
て
は
專
ら
天
交
歴
数

の
官
の
如
く
な
れ
り
、
其
疑
心
な
り
。
楚
語
に
於
て
は
重

黎
の
後
の
河
人
な
る
か
を
い
は
す
、
歴
書
に
至
り
て
之
を

義
和
ご
明
言
せ
る
》
其
疑
三
な
り
。
濫
訴
に
謂
ら
く
、
二

子
ご
歴
書
ご
は
風
見
善
導
す
し
も
一
致
せ
す
ご
。
而
し
て

儒
孔
傳
が
重
黎
ご
皇
帝
こ
の
關
係
に
つ
き
皇
帝
は
莞
に
し

て
重
黎
は
義
和
な
り
こ
せ
る
は
、
説
楚
語
に
合
せ
す
し
て

史
記
に
合
へ
り
。
清
儒
蓄
妾
の
省
書
翰
論
に
從
へ
ば
儒
孔

り
傳
は
王
霜
の
儒
作
せ
る
所
な
り
こ
い
ふ
。
而
し
て
齋
の
父

朗
は
楊
賜
を
師
こ
し
、
楊
氏
世
々
酵
隊
陽
樹
書
を
傳
へ
、
洪

亮
吉
傳
下
表
も
三
王
粛
を
以
て
誕
生
十
七
傳
第
子
こ
な
せ

ば
、
虚
説
傳
の
史
記
に
合
す
る
も
の
恐
ら
く
は
…
欧
陽
義
な

第
四
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る
べ
し
。

管
粥
の
皇
帝
を
纈
頭
ご
な
し
、
後
の
皇
帝
を
楚
こ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
い
も
び
こ
し

す
は
、
後
漢
鄭
玄
の
説
な
り
。
粥
誰
其
前
者
を
浜
野
ご
定

め
し
は
楚
語
に
謂
ふ
断
の
「
纈
頭
受
之
、
乃
命
南
正
重
司

天
以
属
憩
、
命
火
正
黎
司
地
古
風
民
」
の
文
を
以
て
呂
刑

の
「
皇
帝
…
…
乃
命
重
黎
絶
地
割
通
」
を
解
し
、
後
者
を
尭
・

こ
な
せ
し
は
言
為
伯
夷
三
后
登
庸
の
事
に
由
れ
る
な
る

べ
し
O
，

右
三
説
の
中
最
後
の
説
最
も
根
糠
あ
り
。
穿
れ
こ
も
呂
刑

の
文
を
熟
叙
す
る
に
、
二
皇
帝
を
前
後
に
よ
り
て
、
二
人

ご
解
す
る
は
望
丈
生
義
の
蔑
め
り
。
余
は
此
鮎
に
於
て
寧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ろ
第
二
説
に
從
ひ
二
皇
帝
を
共
に
蜷
な
り
ご
解
す
る
を
穏

當
な
り
ご
思
惟
す
ρ
但
重
黎
を
以
て
義
和
こ
な
す
は
採
ら

　
　
　
　
　
ざ

す
、
之
を
炎
な
ら
む
ご
想
像
す
る
な
り
。
其
の
理
由
左
の

如
し
）

↓
呂
刑
の
皇
帝
は
塁
典
の
尭
に
似
把
も
而
か
も
呂
刑

に
は
重
言
あ
り
て
舜
な
く
、
発
奮
に
は
舜
あ
り
て
重
黎
な



　
し
。
且
重
黎
は
左
氏
傳
に
よ
れ
ば
重
梨
に
作
り
舜
の
名

　
華
華
ご
其
形
相
似
興
る
事

コ
尭
典
に
所
謂
「
左
踏
蟹
玉
衡
以
齊
七
政
難
事
上
帝
云

　
々
」
の
句
が
楚
語
に
説
明
せ
ら
れ
去
る
重
黎
の
職
掌
に

　
相
似
π
る
事

ヨ
大
才
禮
乱
暴
等
に
よ
れ
ば
舜
の
父
は
右
書
に
し
て
、

　
瞥
隻
の
父
は
蠣
牛
、
疇
牛
の
父
は
句
望
な
り
。
斯
謂
句

　
望
は
楚
僻
の
鈎
芒
、
左
氏
の
句
芒
ご
一
得
に
し
て
、
左

　
氏
に
從
へ
ば
、
句
望
は
重
の
官
名
に
し
て
、
蠕
牛
或
は

　
型
の
字
の
設
り
て
二
字
こ
な
れ
る
に
あ
ら
ざ
る
か
。
若

　
し
然
ら
ば
隠
語
に
所
謂
！
尭
復
口
重
黎
之
後
不
忘
記
者
L
●

　
ε
は
舜
を
指
す
に
似
π
り
。
然
る
に
大
字
禮
帝
繋
史
記

　
五
帝
本
紀
等
に
よ
れ
ば
黄
帝
よ
り
塁
に
至
る
ま
で
僅
か

　
に
五
世
に
し
て
、
舜
に
至
る
ま
で
九
世
を
数
へ
、
炎
ご

　
舜
ご
年
代
遡
及
ぷ
べ
か
ら
ざ
る
が
如
し
○
之
を
好
事
者

　
臆
造
の
説
ご
見
る
も
、
其
傳
説
の
形
成
せ
ら
れ
陀
る
當

　
初
、
此
の
如
き
破
綻
あ
ら
ざ
る
べ
く
、
帝
舜
の
世
系
中

　
　
　
第
二
懸
　
叢
號
　
呂
弼
に
見
え
ね
る
皇
帝

　
恐
ら
く
は
後
人
の
飯
指
せ
る
あ
ら
む
。
注
容
甫
述
學
瞥

　
艘
説
に
よ
れ
ば
舜
の
父
警
艘
は
其
名
に
あ
ら
す
し
て
官

　
名
な
る
が
如
く
、
鼓
囹
艘
を
以
て
一
世
に
充
つ
な
は
疑
ふ

　
べ
し
Q
若
し
舜
の
曾
臨
書
芒
ご
野
卑
牛
ご
を
合
せ
て
重

　
牽
に
配
し
且
つ
重
華
を
以
て
其
形
認
な
り
ご
見
る
時
は

　
黄
帝
よ
り
舜
に
至
る
ま
で
七
世
に
し
て
、
尭
ご
年
代
相

　
及
ぶ
を
得
べ
し
〇

四
山
押
脚
に

　
洪
水
雲
上
、
縣
黄
帝
之
息
爆
以
煙
洪
水
、
不
待
帝
命
、

　
　
　
つ
　
　
　
　
　
む
　
つ
　
　
　
つ
　
つ

　
帝
命
親
融
殺
鯨
電
髪
澤
海
内
経

　
こ
め
り
瀧
融
は
史
記
楚
世
家
に
よ
れ
ば
重
黎
の
一
名
に

　
し
て
、
縣
を
朋
山
に
放
ち
し
は
、
炎
典
に
依
れ
ば
舜
な

　
る
事

劃
　
呂
氏
春
秋
に
云
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
惑

く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
孔
子
日
昔
者
舜
欲
以
樂
傳
敏
於
天
下
、
乃
命
重
黎
爆
嚢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
陰
草
奔
之
中
黒
進
之
、
舜
七
三
樂
正
博
察

　
ご
、
掌
典
に
よ
れ
ば
墾
を
翠
げ
し
は
舜
に
し
て
、
之
に

　
　
　
　
　
　
　
第
　
閃
囲
曲
號
　
　
　
　
七
九
　
　
（
六
｝
三
）



第
二
巻
　
　
叢
　
翫
　
　
呂
刑
に
見
え
六
る
皇
帝

　
命
乞
し
は
尭
な
れ
ば
此
文
に
於
け
る
二
舜
の
字
は
甕
字

　
の
誤
な
る
べ
く
而
し
て
重
黎
は
正
に
舜
な
る
べ
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
叉
按
す
る
に
、
呂
氏
春
秋
古
樂
篇
に
「
帝
発
立
．
乃
命

　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
質
爲
樂
」
ご
あ
り
て
、
高
誘
註
は
質
當
に
墾
ご
爲
す
べ

　
し
ご
い
ふ
、
以
て
傳
察
篇
の
零
点
を
正
す
べ
し
。

以
上
五
理
由
に
よ
り
て
、
余
は
重
黎
を
舜
こ
し
、
皇
帝
を

蜷
ご
解
せ
ん
こ
す
。
為
れ
ざ
も
是
れ
固
よ
り
、
幽
典
を
通
．

じ
て
見
陰
る
呂
刑
の
解
鐸
の
み
。
若
し
躍
れ
蜷
典
を
離
れ

て
虚
心
之
を
見
れ
ば
第
四
説
即
皇
帝
を
天
な
り
ご
解
す
る

の
更
に
煙
霞
な
る
を
畳
ゆ
る
な
り
。

罵
、
　
皇
帯
芒
天

　
之
を
発
典
に
甥
照
す
る
時
は
、
呂
刑
の
皇
帝
は
塁
ご
解

す
べ
き
事
上
述
の
如
し
。
然
れ
こ
も
更
に
量
刑
を
熟
讃
す

る
に
苗
民
の
暴
虐
に
な
や
み
て
、
そ
の
無
專
を
上
帝
に
訴

へ
捻
る
庶
鐵
を
皇
帝
即
尭
が
哀
濟
せ
り
こ
い
ふ
は
、
や
、

文
豚
の
貫
蓮
避
け
る
戚
な
き
能
は
す
。
若
し
さ
き
に
畢
げ

　
　
　
　
　
　
　
第
凶
號
　
　
　
　
八
○
　
（
六
三
二
）

た
る
第
四
説
に
從
ひ
皇
帝
ご
天
ご
解
す
る
ε
き
は
、
上
帝

も
隠
笠
ご
見
得
べ
く
、
激
て
呂
刑
斎
蔵
の
古
訓
は
歴
史
こ

い
は
ん
よ
り
は
、
寧
ろ
一
編
の
帥
話
な
み
ご
見
ら
る
べ

し
Q

　
皇
帝
を
以
て
天
ご
解
す
る
は
、
孟
子
號
心
章
句
註
中
に

見
ね
た
る
塁
塞
の
解
繹
な
り
○
曰
く

　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
甫
刑
即
製
清
鑑
下
民
…
・
↑
・
天
不
能
問
民
云
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
、
王
実
害
之
を
評
し
て
、
思
掛
甫
刑
を
引
き
て
帝
清
問

下
民
こ
い
ひ
て
皇
の
字
な
し
、
熱
れ
ご
も
岐
帝
を
以
て
天

こ
な
す
は
非
な
り
こ
い
へ
b
b
㎜
然
る
に
段
懸
堂
は
之
に
反

し
て

　
　
伯
厚
未
曉
今
文
樹
書
名
甫
刑
者
無
皇
字
、
古
文
樹
書

　
　
愚
身
刑
者
則
有
皇
也
禽
書
撰
異

ご
説
き
、
荘
藻
深
、
藏
玉
林
叉
之
説
を
執
れ
り
。
趙
岐
が

今
文
家
な
り
ゃ
否
や
は
暫
く
措
き
、
其
擦
る
所
偶
刑
の
本

文
が
皇
字
を
低
き
て
准
帝
の
一
字
に
作
り
し
は
疑
ふ
べ
か

ら
す
○
而
し
て
上
帝
ご
帝
ご
は
厚
相
同
じ
く
共
に
天
を
指



す
る
得
べ
く
、
王
氏
の
説
信
ず
る
に
足
ら
す
。
詩
を
按
ず
論
考
す
れ
ば
帝
字
の
天
の
天
義
な
る
駿
明
す
る
に
足
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

る
に
大
雅
皇
奥
篇
第
一
章
に
於
て
は
「
皇
奥
上
帝
、
臨
下
　
う
。
叉
爾
書
二
男
の

　
　
　
　
む
　
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

有
髪
…
…
上
帝
誉
之
、
俗
莫
式
廓
」
の
如
く
天
を
呼
ぶ
に
　
　
　
考
証
在
昔
縣
陳
洪
水
、
身
長
五
行
、
帝
乃
震
怒
而
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

上
帝
の
二
字
を
以
て
し
、
第
二
章
以
下
に
撃
て
は
「
三
遷
　
　
　
卑
洪
除
害
癖
騨
倫
断
鞭
、
出
掛
極
死
、
禺
乃
嗣
興
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
徳
、
串
夷
載
路
、
天
立
城
配
、
受
命
既
固
し
等
の
如
く
、
　
　
天
乃
願
望
掌
記
熱
量
葬
倫
枚
叙

　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

之
聖
背
く
る
に
帝
の
一
字
を
以
て
し
、
且
つ
第
二
章
に
於
　
に
於
て
は
、
帝
ご
天
ご
を
互
用
し
て
、
義
自
ら
明
白
な
り
。

　
　
　
　
　
　
む

て
は
帝
字
天
の
字
ご
欝
用
し
て
、
意
義
明
瞭
毫
も
疑
ふ
べ
　
叉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
な
し
。
想
ふ
に
呂
刑
の
上
帝
ご
帝
こ
の
關
係
も
亦
詩
の
　
　
　
古
射
撃
影
壁
聖
域
彼
四
方
田
鋼
切
蓋
帝
天
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

聖
な
る
べ
し
・
A
訣
に
詩
書
管
よ
皇
，
股
及
織
豊
　
帝
命
不
違
季
湯
齊
號
難
之
所
以
命
契
謬
論
之
云
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
於
け
る
帝
字
の
義
を
考
へ
む
か
、
羅
怨
言
氏
の
般
虚
書
な
ご
、
般
商
の
時
、
帝
字
の
義
天
を
表
は
せ
し
を
見
る
べ

契
考
鐸
中
に
指
摘
す
る
所
の
帝
の
字
多
く
は
天
或
は
幡
祭
　
し
○
叉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
義
に
し
て
、
之
を
帝
王
の
名
に
冠
せ
る
は
稀
な
り
、
又
　
　
　
般
之
三
悪
師
馬
込
上
帝
大
雅
交
王

論
語
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
履
敢
武
敏
歓
紋
介
枚
止
駄
齪
鵜
城
常
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　

　
日
予
小
子
履
、
敢
華
燭
牡
、
業
事
告
干
恐
々
后
帝
奏
日
　
　
　
我
亦
不
寧
干
上
帝
命
事
書
君
爽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む

の
句
は
白
虎
通
三
軍
篇
引
く
研
堂
々
后
帝
を
、
皇
天
上
帝
．
　
用
瑞
命
干
上
帝
皇
天
用
訓
豊
島
聖
書
康
五
之
識

に
作
り
墨
子
兼
愛
下
士
亦
こ
の
句
を
引
き
て
脚
湯
雨
を
所
　
等
、
周
の
中
葉
以
前
帝
或
は
上
帝
は
天
を
指
せ
る
を
知
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

る
の
僻
ε
な
し
皇
々
后
帝
を
上
天
后
に
作
れ
b
。
彼
此
相
　
べ
く
之
を
帝
王
の
義
に
多
く
用
み
し
は
幽
属
以
後
に
あ
る

　
　
　
第
ご
　
巻
　
　
　
叢
　

訊
　
　
　
呂
㎞
荊
に
ロ
ル
、
乳
糞
る
白
王
禦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
餓
剛
四
駅
叩
　
　
　
　
八
一
　
（
山
ハ
三
三
）



第
二
巻
　
　
叢
　
設
　
　
呂
溺
に
見
え
糞
る
皇
帝

第
四
號

八
二
　
　
（
六
三
四
）

が
如
し
。
呂
刑
は
周
の
下
下
の
時
に
成
れ
る
も
、
茎
中
所
　
三
は
楚
世
家
の
交
に
し
て
重
黎
を
合
し
て
一
人
こ
な
し
、

引
の
古
訓
は
更
に
上
代
よ
り
の
傳
冠
た
る
は
論
を
下
す
。
　
黒
血
を
述
て
曰
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
⊃
）
）

從
て
呂
刑
の
上
奮
誓
は
趙
岐
の
解
せ
る
如
美
の
至
要
唯
騨
嚇
廉
直
聡
嘩
唯
藻
撮
喫
癖

ご
見
る
は
最
も
到
着
の
説
に
し
て
、
古
文
叢
書
呂
刑
の
皇
　
　
　
麹
h
高
辛
居
火
正
、
甚
有
功
、
能
飯
笥
天
下
、
帝
掛
命

愉
も
亦
帝
の
藩
る
べ
し
・
　
　
　
　
　
器
融

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
、
是
れ
大
戴
禮
帝
繋
．
及
世
本
に
依
れ
る
な
る
べ
し
）

　
　
　
　
圏
、
　
重
黎
ぜ
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
世
本
は
重
黎
の
父
記
章
を
老
童
に
作
る
恐
ら
く
は
形
謂

　
上
に
述
べ
だ
る
如
く
上
帝
又
は
（
皇
）
帝
を
以
て
天
な
り
　
の
致
す
所
な
る
べ
し
Q
四
は
天
鞍
壷
に

ε
解
す
る
時
は
、
重
工
面
角
な
り
ご
見
る
假
定
は
良
ら
破
　
　
　
昔
之
傳
号
数
者
、
論
難
之
前
重
黎
．
於
唐
虞
義
和
、

れ
ざ
る
べ
か
ら
す
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
夏
昆
吾
云
々

今
左
に
重
黎
に
上
す
る
傳
説
を
た
ご
り
て
、
其
原
義
を
推
　
ご
あ
る
即
是
に
し
て
、
重
言
を
一
人
こ
せ
る
か
、
二
入
ご

帯
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
せ
る
か
朋
な
ら
す
Q
要
之
司
馬
遷
の
二
時
、
重
黎
の
解

　
史
記
に
重
黎
を
翠
ぐ
る
も
の
四
、
其
｝
は
飯
に
引
用
せ
　
繹
に
、
帝
繋
或
は
黒
本
に
本
け
る
一
入
設
ご
、
伊
語
に
櫨

る
暦
書
の
文
、
二
は
自
序
傳
筆
頭
の
語
に
し
て
、
共
に
楚
　
れ
る
二
人
説
こ
の
二
派
あ
り
し
な
ら
む
Q
而
し
て
後
説
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
　
り

南
幌
管
玉
の
語
に
糠
り
て
、
重
ご
黎
ご
を
分
ち
そ
天
地
を
　
從
へ
ば
火
正
忌
は
地
ご
民
・
｝
ゼ
索
ね
司
り
し
に
反
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
つ

分
掌
せ
る
二
入
の
名
ご
解
せ
り
○
但
自
序
傳
は
楚
語
に
所
前
説
の
火
正
重
黎
は
能
く
天
下
を
光
点
し
た
り
し
が
故
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

云
火
正
黎
を
改
め
て
北
正
黎
に
作
れ
る
黙
異
る
の
み
。
第
親
署
の
名
を
得
た
り
こ
い
へ
ば
、
重
黎
も
亦
上
帝
或
は



（
皇
）
帝
ご
同
じ
く
天
を
指
せ
る
に
あ
ら
ざ
る
か
。
乃
憂
世

　
　
　
　
　
　
　
　

家
の
「
，
墨
壷
勲
爵
面
高
辛
居
火
正
」
の
句
に
よ
れ
ば
、
面
倒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
上
帝
或
は
（
皇
）
帝
は
、
帝
号
な
る
が
如
く
、
且
つ
上
遍

の
如
く
呂
刑
の
重
畳
は
舜
こ
も
見
得
べ
し
、
然
る
に
郭
嘆

山
海
経
に
註
し
て
、
大
荒
西
経
帝
俊
生
后
諾
了
に
於
て
は

む
　
　
つ

俊
宜
爲
韓
こ
い
ひ
大
荒
東
経
の
帝
俊
生
中
容
の
下
に
於
て

　
こ
　
む
　
む
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
　

は
俊
亦
舜
字
假
借
昔
話
こ
い
ひ
、
総
記
祭
法
に

　
　
　
　
　

「
般
人
顧
馨
而
郊
冥
、
組
契
而
古
制
湯
」
ご
あ
る
を
魯
語
に
は

　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

「
商
人
稲
藁
而
測
契
、
笹
身
而
宗
湯
」
に
作
り
黎
ご
舜
ご
が

同
一
入
な
る
が
如
し
。
即
呂
刑
の
皇
帝
（
韓
）
ご
重
黎
（
舜
）

ご
は
同
一
に
し
て
皇
帝
が
天
な
ら
ば
重
黎
も
天
に
あ
ら
ざ

る
か
。
震
れ
重
黎
．
を
天
の
義
な
ち
む
ご
疑
ふ
第
一
の
理
由

な
り
。
又
重
黎
の
語
は
旬
奴
語
の
弾
翠
ご
相
似
把
り
。
所

謂
撹
「
型
・
ご
は
漢
書
幻
奴
傳
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
　
…
耶
盗
心
攣
軽
氏
、
其
國
構
之
豫
型
孤
客
上
国
、
旬
奴

　
　
つ
む
　
　
　
　
　
　

　
　
謂
天
爲
鉾
型
芸
子
苗
標
塗
ト
軍
子
廣
大
之
貌
也
、
言

　
　
雌
蕊
天
軍
第
二
年

立
二
巻
　
叢
翫
　
呂
刑
に
見
え
容
ろ
皇
帝

ご
あ
る
即
是
に
し
て
、
白
鳥
博
士
は
嘗
て
露
語
を
論
じ
て

　
　
早
耳
の
撹
の
字
単
音
α
磐
⑱
で
韓
字
音
は
伜
、
碁
霞
で

　
　
安
南
昔
は
量
葺
で
あ
る
。
而
し
て
擦
梨
の
現
昔
は

　
　
α
葺
臓
と
　
で
あ
る
が
韓
沌
子
音
ご
安
南
音
ご
に
從
っ
て

　
　
之
を
僅
、
鉱
。
σ
q
と
或
は
飢
餌
三
差
ご
鰻
語
す
る
方
が
原

　
　
音
に
近
い
・
そ
れ
は
後
漢
書
旬
奴
傳
に
見
ぬ
把
る
輩

　
　
干
の
姓
虚
連
記
の
註
に
「
前
書
日
軍
干
姓
攣
轍
氏
、

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
　

　
　
其
國
構
之
撞
器
皿
屠
、
旬
奴
謂
天
爲
瞠
梨
、
謂
子
爲

　
　
孤
屠
輿
此
不
同
」
ご
あ
り
、
史
記
索
憾
に
「
其
國
穂

　
　
　
　
　
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
二
日
撹
黎
黒
塗
」
ご
あ
9
、
又
突
版
の
半
面
勤
の
碑

　
　
交
に
「
奪
撞
梨
○
○
導
出
青
焼
寵
任
」
ご
あ
っ
て
前
漢

　
　
　
　
つ
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
書
の
群
言
ヶ
摸
…
黎
、
撹
梨
ご
書
く
の
で
推
知
す
る
こ

　
　
ご
が
出
潤
る
史
學
雑
誌
第
＋
八
編
弟
二
號

ご
説
き
且
つ
三
三
は
蒙
古
語
の
叶
Ω
お
瓜
ご
同
源
の
語
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
べ
し
ご
考
謹
せ
ら
れ
た
り
Q
依
て
思
ふ
に
重
の
字
は
右

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

童
ご
喬
相
近
く
し
て
通
用
せ
ら
る
、
禮
記
檀
弓
「
其
郷
重

　
　
　
　
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泡
跨
の
註
に
「
霊
皆
當
爲
董
」
こ
い
ひ
、
鐸
文
に
「
重
依
註

第
四
號

八
三
　
　
（
山
曙
町
覧
）



第
二
巻
　
　
叢
　
説
　
　
呂
刑
に
見
、
礼
ぬ
ろ
皇
帝

　
む

論
理
」
．
ご
あ
る
其
一
例
な
り
○
而
し
て
董
ご
撹
、
三
軸
、
ご

は
平
冠
近
く
塊
茎
は
撹
黎
、
撹
黎
等
ご
一
心
の
轄
な
ら
む

○
卑
し
て
弾
黎
が
天
の
義
π
る
ご
重
態
が
天
下
を
光
令
し

た
り
こ
い
ふ
ご
、
両
者
の
意
義
又
相
近
き
を
畳
ゆ
。
細
れ

感
通
も
丁
字
ε
同
じ
く
天
の
義
な
ら
む
か
．
こ
疑
ふ
第
二
の

理
由
な
り
。

　
史
記
及
漢
書
に
よ
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
旬
奴
其
先
麗
夏
后
氏
之
苗
商
魂
日
送
維
旬
奴
列
傳

こ
い
ひ
、
索
隠
樂
彦
泊
地
譜
を
引
き
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
つ

　
　
夏
桀
無
溢
湯
放
之
鳴
條
、
三
年
禰
死
、
其
子
猿
粥
妻

　
　
桀
達
衆
妾
、
避
居
北
野
、
随
此
後
在
中
國
、
謂
顧
客

　
　
　
　
つ
　
　
　
　
り
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
づ
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
奴
「
、
廃
止
夏
后
之
酋
資
或
奮
然
也

こ
い
へ
る
等
、
旬
奴
民
族
ご
夏
燭
魚
ご
が
同
一
種
族
な
る

を
語
る
に
似
に
り
。
曲
玉
縄
は
既
に
夏
后
氏
の
衛
．
こ
し
い

へ
ば
、
夏
鉱
前
こ
の
種
族
な
か
る
べ
き
に
、
五
帝
本
紀
に

　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

は
、
黄
帝
北
逐
輩
粥
」
こ
い
ひ
、
服
虚
晋
灼
も
「
垂
蒔
日
凹

む粥
ご
か
へ
ば
樂
彦
の
妄
知
る
べ
し
ご
導
け
ご
、
確
實
な
る

　
　
　
　
　
　
　
輔
弟
　
四
號
「
　
　
　
　
八
㎞
闘
　
　
（
六
三
山
ハ
）

史
料
に
此
種
族
の
見
ね
た
る
は
．
易
既
濟
麦
僻
に
コ
渦
宗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
け

伐
鬼
方
三
年
克
之
」
こ
い
ひ
、
未
濟
旧
辞
に
「
混
用
伐
鬼

か
三
年
房
総
言
あ
・
其
飴
め
な
・
が
如
一
秘
鱗
轟

雛
翻
概
欝
讐
蟹
醜
泰
騨
饗
」
噸
醐
、
從
て
淳
維
或

は
猿
粥
を
以
て
旬
奴
の
始
耐
こ
な
す
は
、
種
族
名
の
誤
り

傳
へ
ら
れ
た
る
か
或
は
種
族
名
が
其
始
組
の
名
に
よ
り
て

起
れ
る
か
何
れ
か
な
る
べ
く
。
旬
奴
を
夏
后
氏
の
奮
ご
す

る
樂
彦
の
説
は
強
ち
に
排
す
べ
き
に
あ
ら
す
。
翻
鋤
難

購
三
四
墓
離
聡
口
出
海
賦
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
炎
帝
生
壷
井
、
苗
寵
生
融
吾
，
融
吾
生
弄
明
将
酢
弄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
明
生
白
犬
、
白
犬
有
牝
牡
、
是
爲
犬
戎
大
薦
北
縫

　
　
黄
帝
生
騨
脚
麟
雪
遊
白
馬
、
白
馬
是
爲
縣
顯
駿
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

ご
い
へ
る
二
節
あ
り
。
前
節
弄
…
明
を
・
下
魚
℃
作
れ
ば
後
箇

の
翻
ご
霜
同
じ
文
帥
蓼
帥
攣
は
簿
説
の
誰
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
べ
く
、
白
馬
豊
新
の
隠
滅
は
潜
夫
論
に
よ
。
れ
ば
戎
禺
．
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
　
　

い
へ
ば
白
犬
の
子
臼
戎
ご
蘭
係
あ
ら
む
○
而
し
て
史
記
正

義
記
引
け
る
二
王
本
紀
、
三
國
蜀
志
望
に
よ
れ
ば
、
禺
は

＼



石
塁
凝
る
・
い
ふ
・
転
筆
夷
の
人
慧
。
思
ふ
乱
書
火
正
に
作
れ
る
『
曝
書
序
蓬
は
把
を
改

古
の
，
、
・
は
奪
・
が
勢
穿
る
が
如
く
に
し
て
確
証
め
轟
芒
作
り
産
氏
昭
公
二
＋
九
年
笹
量
予

輩
欝
輪
専
領
麟
軽
傷
嫡
妻
回
診
竃
回
錐
摯
臨
字
に
作

を
響
般
周
に
優
轟
話
の
雪
曇
、
鍍
語
の
餐
・
も
の
是
に
似
て
、
火
の
講
響
盤
璽
解
す
べ
か

せ
る
あ
ら
ん
ご
想
像
す
る
も
不
可
な
き
に
似
π
り
。
然
ら
　
ら
す
っ
是
に
於
て
か
海
里
は
火
字
古
文
北
に
似
る
こ
い
ひ
、

ば
轡
型
の
重
黎
を
以
て
甲
奴
語
の
撹
饗
ご
同
一
言
語
ご
見
・
劉
氏
は
正
雀
誤
る
ご
潔
し
、
索
隠
坦
途
の
見
を
執
り
て

て
、
天
の
意
義
ご
解
す
る
も
強
ち
に
傳
會
の
説
こ
な
す
べ
　
　
　
蒲
重
圏
二
人
元
是
和
知
僚
官
、
鍮
司
天
地
職
、
而
天

か
ら
ざ
”
。
べ
し
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
是
陽
・
南
是
陽
位
・
故
木
亦
是
陽
、
所
以
木
正
駕
南

　
　
　
　
玉
、
　
重
黎
の
分
書
　
　
　
　
　
　
　
正
也
、
而
火
是
地
鼠
財
嚢
北
勢
者
、
常
数
二
、
二
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
数
、
地
陰
圭
北
方
、
故
火
正
亦
羅
北
正
爲
此
故
也

　
重
黎
果
し
て
旬
奴
語
の
蝉
黎
な
り
こ
せ
ば
、
楚
世
家
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寅
託
歴
害
索
隠
）

謂
ふ
所
の
能
く
天
ド
を
光
焦
し
元
り
し
ご
い
ふ
一
重
黎
こ
　
ご
い
ふ
・
陥
れ
ざ
も
是
れ
恐
ら
く
は
、
傳
會
の
説
、
糠
る

見
る
説
冊
取
も
其
原
善
導
、
楚
語
に
見
発
る
、
天
地
量
ら
鳶
清
量
薯
爾
定
説
を
畢
、
郵
響
旨

鰹
繋
講
義
鱗
遜
織
鱗
醇
諜
蘇
ほ
藷
熱
鍵
躍
饗

　
　
　
第
二
巻
　
叢
凱

畠
刑
に
．
見
え
六
ゐ
皇
帝
　
　
　
　
　
　
　

第
四
號
　
八
五
（
六
三
七
）



　
　
　
第
二
懸
　
叢
読
　
畠
刑
に
見
え
糞
る
皐
帝

り
○
図
譜
吉
五
行
大
義
に
周
書
の
文
を
引
き
て

　
　
　
　
　
　
む
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
南
海
紳
名
親
融
、
東
海
紳
名
句
望
、
北
海
紳
名
玄
冥
、

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
西
海
紳
名
薄
牧

こ
い
ひ
、
且
つ
三
王
洛
邑
を
螢
め
る
時
此
四
神
の
來
。
會

せ
し
を
記
す
。
山
海
経
叉

　
　
　
　
む
　
　

　
　
南
方
就
融
獣
身
入
面
、
乗
両
龍
海
外
南
経

　
　
　
　
　
む

　
　
西
方
薄
牧
、
左
耳
有
三
乗
両
龍
海
外
西
経

　
　
　
　
　
　
　

　
　
拗
山
嶺
薄
書
居
之
…
…
是
素
望
西
墾
日
之
．
素
立
、
其

　
　
幅
員
紳
紅
光
之
所
司
也
画
由
糎

　
の
語
あ
り
。
今
の
山
海
経
に
唯
南
方
祀
融
ご
、
西
方
薄
．

牧
こ
の
み
あ
り
て
、
東
方
句
望
ご
北
方
玄
冥
ご
を
散
け
る

、
そ
の
完
本
に
あ
ら
ざ
る
が
下
め
な
る
べ
し
即
左
記
傳
は

此
四
方
四
紳
に
加
ふ
る
に
唐
土
の
一
神
を
以
て
し
、
之
を

五
行
に
配
し
て
五
行
の
官
ご
黒
し
，
海
南
子
天
文
訓
は
之

を
天
の
五
星
に
配
せ
り
。
今
華
氏
及
准
南
に
よ
り
て
之
を

表
記
す
れ
ば
左
の
掬
し

第
四
號

昭
公
二
＋
九
年

　
泥
氏
五
行
官

．
願
項
…
　
　
梨
　
　
（
親
旧
）

（
勾
望
）
木
正

（
難
牧
）
　
金
正

水
正

子
正

共
工
－
　
勾
龍
（
出
土
）
土
正

八
山
ハ
　
（
六
一
二
八
）

　
瀧
南
子

東
方
、
米

西
方
、
金

北
方
．
水

南
方
、
火

中
方
、
土

天
文
訓

佐帝　佐帝聖帝
后黄朱炎三残頁
土蕾　明帝冥項
　　　　　設注
　　覗云
　　融蕪
　　）

佐帝佐帝
蘇少日課
欺昊望峰

右
の
表
及
四
方
四
榊
に
つ
き
て
見
る
に
、
親
融
は
火
正
に

し
て
南
方
に
配
せ
ら
れ
、
重
由
旬
望
は
か
へ
り
て
東
方
に

配
せ
ら
る
。
而
し
て
楚
世
家
に
よ
れ
ば
祀
融
は
即
重
黎

雑
人
の
名
な
り
。
依
て
思
ふ
に
、
南
正
ご
火
面
ご
は
、
も

ニ
ニ
め

ご
祀
融
感
風
黎
の
二
王
性
を
表
示
す
る
別
名
な
り
し
に
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら
ざ
る
か
ご
疑
は
る
。
所
謂
火
正
ご
は
駄
疋
…
世
家
に
い
へ
る

天
下
を
知
賊
す
ご
の
義
よ
り
得
π
る
別
名
に
し
て
、
南
正

の
南
は
も
こ
方
位
の
義
に
あ
ら
す
し
て
天
の
義
な
る
が
如



　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　

し
。
蕪
子
遣
蓬
游
に
，
南
冥
天
池
也
」
ご
あ
り
、
冥
は
浜
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

通
じ
て
池
の
義
に
近
く
南
の
恐
恐
ら
ζ
天
の
義
な
ら
む
。

蒙
古
民
族
の
一
部
族
な
り
こ
も
称
せ
ら
る
＼
　
Q
Q
p
一
回
μ
。
器
偏

の
方
言
に
は
、
天
を
呼
ぶ
に
窯
§
ゴ
多
量
賭
。
σ
て
ふ
語

を
以
て
し
、
西
隠
語
に
て
も
天
を
は
脚
同
舜
彗
又
は
奏
B
，

ξ
圓
ご
奪
難
諜
獄
擁
鴉
こ
い
へ
ば
、
南
正
の

南
或
は
亦
此
等
ご
同
系
語
の
吾
謬
に
あ
ら
ざ
る
か
○
果
し

て
然
ら
ば
　
旬
奴
語
の
重
量
並
立
が
南
正
ご
樗
せ
ら
れ
、

叉
そ
の
よ
く
天
下
を
光
融
せ
し
が
堅
め
に
火
難
の
命
を
得

セ
リ
ご
見
る
も
大
過
な
か
ら
む
。
、
然
る
に
時
の
推
移
す
る

に
つ
れ
て
、
重
黎
の
語
義
そ
の
傳
を
失
し
て
重
ご
黎
ざ
の

二
人
の
名
ご
解
せ
ら
る
、
に
至
り
て
は
、
重
事
の
一
名
南

正
は
重
に
属
し
て
、
他
の
一
名
火
正
は
黎
に
証
し
、
南
正

の
天
官
π
る
に
樹
し
て
、
厳
正
を
地
徳
こ
な
し
此
に
始
め

て
、
観
射
父
の
所
謂
「
南
正
重
司
天
以
薦
紳
、
火
正
黎
司

地
響
愚
民
」
て
ふ
臆
説
を
生
せ
し
な
る
べ
し
。
逃
れ
重
黎

　
　
　
第
ご
巻
　
叢
観
　
呂
刑
に
見
え
れ
る
皇
帝

帥
話
の
分
化
せ
る
第
二
過
程
な
り
。

　
次
に
南
正
の
南
は
叉
方
位
の
義
に
談
ら
れ
易
し
。
此
に

於
て
祝
融
の
南
正
な
る
に
沸
き
、
鳶
牧
を
西
方
に
、
玄
冥

を
北
方
に
、
句
望
即
重
を
東
方
に
配
し
て
四
方
の
神
ご
7
3
ひ

し
、
上
に
引
用
せ
る
周
回
或
は
山
海
経
の
傳
説
を
胚
舶
せ

し
な
ら
む
。
此
れ
重
心
引
取
の
分
化
せ
る
第
二
の
過
程
な

し
リ
O

　
山
海
維
を
適
す
る
に
、
重
書
よ
り
分
化
せ
し
地
帯
粟
は
、

更
に
塾
図
土
句
龍
の
紳
話
を
産
み
出
せ
り
。

　
　
筆
頭
生
老
量
、
老
董
塵
重
及
黎
、
帝
倉
重
献
上
天
、

　
　
命
黎
耶
下
地
、
下
地
是
生
瞳
十
薬
謳
灘
同
○
繍
検
輔
細
轍
蔽

　
　
抑
洪
水
才
抑
、
趙
岐

　
　
訓
抑
爲
治
看
是
也

右
の
文
に
は
郵
蜷
行
も
云
へ
る
如
く
股
文
あ
り
て
、
之
を

海
内
経
の

　
　
祝
融
降
庭
霜
曇
、
生
共
工
…
…
共
童
生
珪
土
、
后
土

　
　
生
蝋
鳴

の
文
を
以
て
補
は
い
義
自
ら
明
瞭
な
り
。
解
離
（
霜
融
）
が

　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
入
七
　
（
六
三
九
）



　
　
　
第
二
巻
　
　
叢
　
親
　
　
呂
刑
に
見
え
糞
ろ
皇
帝

　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　

共
工
を
生
み
、
共
工
后
土
を
生
み
、
后
土
豆
蔵
鳴
を
生
む

ご
い
ふ
に
あ
り
て
、
大
荒
西
脛
の
文
に
は
、
下
地
是
し
の
下

に
脱
文
あ
り
て
、
嘘
の
下
又
略
字
を
脆
せ
り
。
而
し
て
之

を
左
氏
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
　
共
工
氏
有
子
田
句
龍
、
三
后
士
昭
公
二
＋
九
年

に
合
せ
考
ふ
る
時
は
、
后
士
の
名
は
句
龍
に
し
て
、
黎
よ

り
分
化
せ
る
傳
愚
な
る
を
知
る
べ
し
、
是
に
於
て
一
重
帯

は
分
れ
て
重
、
黎
、
句
龍
の
三
こ
な
り
、
さ
き
の
四
方
紳

に
加
ふ
る
に
句
龍
即
磁
土
を
以
て
し
て
之
を
中
央
に
配
し

五
行
説
の
流
行
す
る
に
及
び
更
に
之
を
木
製
．
土
金
水
の
五

に
配
當
し
て
所
謂
五
行
官
叉
は
天
の
五
星
の
説
を
形
成
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　

だ
る
に
似
に
り
。
是
に
於
て
楚
語
に
所
謂
南
正
重
は
木
正

こ
な
り
て
東
方
に
配
ゼ
ら
れ
て
途
に
南
正
の
名
を
失
ひ
、

火
正
黎
は
后
土
の
一
官
を
分
出
せ
し
警
め
司
地
以
堕
民
て

ふ
性
質
を
失
ひ
攣
り
。
是
れ
重
黎
急
設
の
分
化
せ
る
第
三

過
程
な
り
。
顧
ふ
に
書
痴
に
養
す
る
先
哲
の
解
は
田
學
紀

聞
十
一
、
日
知
録
集
騨
二
＋
五
等
に
多
く
見
ぬ
た
れ
ご
も

第
四
號

八
八
　
　
（
六
四
〇
）

古
家
學
者
は
皆
珍
話
分
化
の
過
程
を
度
外
に
お
き
て
、
異

説
の
聞
に
強
い
て
會
逼
を
試
し
が
爲
め
、
連
環
解
け
す
、

聚
訟
今
に
決
せ
ざ
り
し
は
惜
む
べ
し
）

六
、
玄
冥
ぜ
該

　
左
右
謂
ふ
所
の
五
行
直
中
、
興
言
土
三
野
が
重
黎
の
分

化
な
る
こ
ご
前
述
の
如
し
、
今
少
し
く
水
金
二
黒
の
傳
説

よ
り
二
股
周
初
の
即
言
を
臆
測
せ
む
。

　
士
官
即
玄
冥
ご
金
官
事
該
ご
に
つ
き
て
は
既
に
内
藤
先

生
の
詳
細
な
る
研
究
載
せ
て
藝
丈
第
七
年
譜
七
子
に
あ

り
○
其
説
に
從
へ
ば
、
般
虚
書
契
の
王
亥
は
、
楚
僻
天
問

の
該
、
史
記
座
本
記
の
冥
の
子
振
．
漢
書
人
表
の
核
、
竹
書

及
由
海
淵
の
股
侯
子
亥
に
し
て
、
亥
の
安
冥
は
般
人
の
有

せ
し
治
水
の
紳
脚
達
冥
の
事
に
當
り
、
夏
人
の
有
せ
し
縣

禺
治
水
の
諸
説
ご
同
一
盤
質
の
分
化
な
り
ご
見
得
べ
く
且

禺
ご
冥
ご
は
後
世
の
記
録
に
表
は
れ
た
る
が
如
き
時
代
に

前
後
あ
ら
ざ
る
べ
し
ご
い
ふ
。
今
豊
野
五
官
の
水
正
立
冥



ご
金
正
該
ご
ば
正
に
冥
ご
王
亥
こ
の
風
な
る
べ
く
而
し
て

該
を
蘇
蜜
こ
せ
る
は
、
杜
預
の
解
に
薄
牧
秋
物
催
薄
而
可

牧
也
こ
い
へ
ば
王
亥
が
服
牛
を
事
せ
る
に
因
る
な
る
べ

し
Q
山
海
纒
王
学
を
記
し
て

　
　
有
懲
脚
、
春
着
而
食
・
墨
黒
而
有
合
妻
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
両
手
操
鳥
、
方
食
言
頭
、
王
亥
燭
魚
有
易
、
河
伯
僕

　
　
牛
、
有
膿
血
石
取
僕
牛
大
荒
東
経

こ
い
ひ
郭
註
屑
書
を
引
き
て

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
む

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
む

　
　
股
王
子
亥
樋
門
有
情
而
淫
焉
、
有
易
之
君
懸
臣
殺
而

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
放
之
、
是
故
般
圭
甲
微
假
師
干
河
伯
以
伐
有
易
滅
、

　
　
三
三
其
君
旧
臣
也

こ
い
ふ
。
年
鑑
が
有
能
の
君
に
殺
さ
れ
し
ご
な
す
は
。
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
つ
　
む

書
同
じ
け
れ
こ
も
、
前
者
が
王
気
を
困
民
國
の
人
こ
な
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
に
反
し
後
者
は
之
を
般
王
こ
せ
り
Q
想
ふ
に
後
説
は
般

商
の
天
下
を
有
す
る
に
及
び
て
追
上
せ
し
も
の
な
る
べ

く
、
前
説
困
民
國
の
人
こ
な
す
も
の
そ
の
其
當
時
の
事
實

に
近
か
ら
む
Q
欝
瀦
齪
行
革
脱
糞
纏
膿
簾
獣
的
て

　
　
　
第
二
巻
　
　
叢
　
観
　
　
呂
刑
に
見
え
犬
ろ
皇
帝

而
し
て
之
を
楚
僻
天
間
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
該
乗
港
津
、
蕨
父
是
絨
、
篭
絡
弊
於
有
庖
．
敬
夫
牛

　
　
羊

の
句
に
．
罫
照
す
る
に
有
尾
の
雇
ご
困
民
の
困
ご
は
双
聲
に

し
て
相
通
す
る
を
得
ぺ
け
れ
ば
、
有
庖
即
困
民
幽
に
し
て
、

王
亥
の
敵
を
指
す
に
あ
ら
す
、
王
画
品
b
て
職
敗
せ
し
地

を
指
す
に
似
元
り
。
漢
書
地
理
志
を
脅
す
る
に
右
扶
風
部

縣
の
下
、
註
し
て

　
　
古
書
國
、
有
海
谷
甘
亭
、
属
夏
啓
所
伐
附
物
嚥
鰭
豚
額

　
　
轍
撮
影
吐
欝
欝
黒
煙
欝
盤
麟
鰍
糎
夏
本
墾

こ
い
ひ
、
水
経
註
亦

　
　
濯
水
漏
東
合
下
水
、
水
出
玉
山
君
谷
、
北
方
四
文
王

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
養
陽
西
、
又
北
蓬
寝
腐
宮
東
、
叉
北
蓬
甘
美
西
、
甘

　
　
水
叉
東
洋
瀞
水
口
、
水
出
爾
義
膜
谷
、
北
逞
漢
宜
春

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む

　
　
観
東
、
叉
北
天
郭
領
主
云
々
、
註
謹
話
熟
慮
啓
伐
有

　
　
　
　
　
　
　
ぐ
　
む

　
　
雇
、
作
誓
順
応
亭
、
嘱
望
融
日
、
甘
有
雇
南
郊
地
名
也

ご
あ
り
。
楚
僻
天
賜
に
該
の
敗
れ
π
り
こ
い
ふ
有
属
は

　
　
　
　
　
　
　
第
四
貌
　

八
九
（
六
四
一
）



　
　
　
第
ご
巻
　
叢
訊
　
呂
刑
に
見
え
お
る
集
帝

即
答
地
に
し
て
今
の
西
安
府
郭
縣
に
當
り
、
前
に
引
用
せ

る
山
海
経
の
困
民
國
も
昏
夢
地
方
な
る
べ
し
○
乾
て
墨
書

甘
誓
の

　
　
予
誓
言
汝
、
有
雇
氏
威
侮
五
行
、
怠
棄
三
正
三
々

の
文
は
楚
僻
ご
相
表
裏
し
て
同
日
事
實
を
記
し
た
る
も
の

な
ら
む
。
但
甘
誓
夏
后
氏
よ
り
見
π
る
見
解
に
し
て
、
楚

僻
は
股
よ
り
見
把
る
記
事
な
る
の
差
あ
る
の
み
。
勿
論
後

世
の
記
録
に
は
契
ご
禺
ご
を
同
時
こ
な
す
が
故
に
王
威
は

遠
く
夏
雲
の
代
に
繋
げ
ら
れ
茸
誓
ご
楚
蹴
こ
の
記
事
全
く

別
な
る
が
如
く
解
せ
ち
れ
居
る
も
、
正
確
な
る
紀
年
な
き

月
代
に
あ
り
て
は
年
代
の
差
は
必
ず
し
も
拘
る
を
要
ぜ

す
。
且
甘
誓
の
黙
屋
氏
討
伐
時
代
に
つ
き
て
も
古
來
三
聖

あ
一
。
一
は
禺
の
時
に
あ
・
こ
し
罐
雌
嘉
墨
画
軒
二

は
啓
の
世
に
あ
　
こ
し
鵯
及
潅
三
は
相
の
時
に
あ
り
こ
な

す
、
韻
畷
孫
淵
如
爾
書
今
古
丈
註
疏
に
は
相
を
柏
の
調

こ
し
伯
禺
を
指
す
ご
て
第
二
説
を
第
一
説
に
合
せ
、
呂
覧

の
稜
語
に
は
御
覧
八
十
二
此
丈
を
引
き
夏
后
伯
啓
に
作
る

　
　
　
　
　
　
　
川
鴉
叩
　
m
鱒
　
聴
馴
　
　
　
　
↓
ル
○
　
　
（
轟
ハ
M
四
二
）

こ
て
第
二
説
に
同
じ
か
ら
し
め
た
り
○
思
ふ
に
後
下
是
な

ら
む
。
若
し
有
瀬
氏
ご
夏
后
氏
こ
の
載
を
啓
の
時
に
繋
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
つ
　
う

は
准
南
齊
俗
訓
に
「
有
魑
氏
爲
義
而
肖
こ
ご
い
ふ
ご
天
問

の
「
三
乗
黍
徳
、
過
越
是
巧
し
ご
は
恐
ら
く
．
事
實
を
指
す

な
る
べ
く
、
王
亥
の
父
冥
は
即
備
蓄
に
し
て
鮫
禺
の
異
簿

な
り
こ
す
れ
ば
准
南
子
註
に
「
有
庵
夏
啓
之
鷹
兄
宮
」
、
こ

い
へ
る
意
義
も
明
瞭
に
な
り
て
、
潅
南
チ
注
に
所
謬
喚
以

塁
舜
健
筆
、
垂
髪
輿
図
．
故
歳
男
、
啓
亡
之
」
の
言
に
よ
り

見
れ
ば
畢
覧
賢
者
の
勲
績
事
に
署
す
べ
し
）
蓋
王
亥
は
有

雇
即
ち
今
の
郷
縣
地
方
に
よ
り
て
、
夏
啓
に
抗
せ
し
が
、

甘
の
戦
に
薫
れ
て
よ
り
牧
牛
を
事
こ
し
て
身
を
有
易
の
君

に
寄
せ
、
そ
の
牛
羊
を
有
易
の
君
及
影
響
に
託
せ
し
に
、

有
易
の
君
は
途
に
王
気
を
殺
し
て
そ
の
牛
羊
を
取
れ
り
。

是
に
於
て
王
亥
の
子
上
甲
微
は
師
を
河
伯
に
請
ひ
て
父
の

仇
を
復
せ
り
。
河
伯
擦
れ
る
地
は
細
書
に

　
　
帝
苓
十
六
年
、
洛
主
用
與
河
伯
鵜
夷
陶

ご
あ
り
て
早
熟
に
近
き
黄
河
の
漕
革
に
注
せ
し
を
想
像
せ



ら
る
。
荘
子
大
宗
中
篇
司
馬
彪
註
に

　
　
清
里
傳
日
諸
軍
密
書
滝
郷
陛
首
人
畏
服
八
石
得
水
仙

　
　
是
爲
河
釜
師
丈

こ
い
ひ
、
後
漢
書
張
衡
傳
註
に
聖
賢
家
墓
記
を
引
け
る
中

墨
准
衡
聖
俗
訓
註
中
に
亦
．
此
ご
同
交
の
句
あ
り
、
此
に
よ

り
鵜
夷
即
智
伯
の
國
は
今
の
陳
西
同
州
府
附
近
な
る
を
知

る
。
而
し
て
山
海
経
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
つ
　

　
　
從
樋
之
淵
、
深
三
百
傍
、
維
泳
夷
垣
都
焉
、
泳
夷
人

　
　
面
乗
両
龍
海
内
北
血

眼
水
経
註
画
地
圖
を
引
き
て

　
　
　
　
む
　
　

　
　
鵜
夷
恒
碧
雲
車
駕
二
龍

ご
あ
る
に
よ
れ
ば
泳
夷
叉
は
褥
夷
は
一
名
恒
な
る
を
知

る
。
即
ち
豊
野
天
間
に

　
　
　
　
　
　
　

　
　
墓
園
季
徳
、
焉
得
夫
朴
牛

　
　
　
へ
し

ご
あ
る
恒
は
里
美
に
し
て
、
河
伯
が
上
甲
微
を
助
け
て
有

易
の
齎
を
滅
し
て
後
．
王
亥
の
牧
牛
は
包
囲
の
有
に
蹄
せ

し
に
似
紀
り
・
近
時
王
静
庵
氏
は
般
嘘
書
契
の
研
究
に
よ

　
　
　
第
ご
巻
　
　
叢
　
読
　
　
呂
刑
に
見
え
穴
る
皇
帝

り
黍
及
恒
の
名
を
識
見
し
ト
僻
中
学
ご
あ
る
は
あ
る
は
冥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
事
に
し
て
、
楚
腰
の
該
乗
悪
徳
、
又
は
恒
乗
季
徳
ご
あ

る
に
よ
り
、
卜
僻
中
に
見
把
る
恒
は
該
の
弟
に
し
て
冥
の

子
な
る
を
考
奪
碧
い
癒
鱗
麟
に
依
れ
ば
上
甲
微

が
河
伯
に
師
を
請
ひ
し
は
正
に
そ
の
叔
父
な
る
が
澱
め
な

　
　
　
　
　
　
　
じ

る
べ
し
○
黙
想
易
の
易
の
字
は
秋
の
字
ご
通
用
せ
し
こ
ご

多
一
聾
讐
獄
犠
王
三
里
は
之
壱
進
て
楚
奨
問

一
”
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
澁
爵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
　
昏
微
遵
迩
、
有
秋
不
寧

ご
あ
る
有
秋
は
有
易
に
し
て
上
甲
微
が
父
の
迩
を
師
こ
し

て
復
讐
を
謀
り
し
が
詰
め
有
易
の
安
か
ら
ざ
り
し
を
い
ふ

ご
し
、
且
つ
有
易
を
以
て
易
水
左
右
の
地
な
る
べ
く
せ

り
。
然
れ
こ
も
余
は
寧
ろ
有
易
を
有
欲
の
假
借
ご
見
て
、

陳
西
省
同
州
府
及
西
安
府
に
近
き
秋
人
の
國
な
ら
ん
か
ご

疑
ふ
。
さ
れ
ざ
逸
れ
確
か
な
る
讃
左
あ
る
に
あ
ら
す
。
三

河
伯
の
國
ご
有
態
の
地
ご
を
奮
説
を
襲
ひ
し
が
爲
め
に
然

る
の
み
。

第
四
絶

目
｝
　
　
（
六
四
三
）



　
　
　
第
ご
巻
　
　
叢
設
　
　
呂
潟
に
見
え
れ
ろ
畠
帝

　
要
之
五
官
の
内
水
金
二
官
、
夏
般
上
古
の
史
實
に
斎
け

る
に
似
た
る
も
木
火
土
三
冠
は
重
黎
の
分
化
せ
る
神
話
に

過
ぎ
す
し
て
、
上
天
崇
拝
の
思
想
を
人
格
化
せ
る
架
塞
の

傳
説
に
似
陀
り
。

七
、
　
廉
　
　
論

．
上
に
述
べ
し
如
く
、
重
黎
果
し
て
幻
奴
語
の
百
川
な
り

こ
せ
ば
、
そ
は
勾
奴
ご
種
族
關
係
の
深
か
り
し
立
后
氏
に

傳
は
れ
る
傳
説
な
ら
ん
事
、
想
像
す
る
に
難
か
ら
す
。
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご

に
反
し
て
上
帝
或
は
皇
帝
の
帝
字
は
般
虚
土
量
の
中
に
も

見
ぬ
、
書
類
商
書
の
中
に
も
散
見
す
れ
ば
、
其
淵
源
の
那

邊
に
あ
る
や
は
多
辮
を
要
せ
ざ
ら
む
Q
而
し
て
此
の
二
語

が
相
合
し
て
上
帝
ご
重
詰
こ
の
紳
話
を
成
せ
し
は
、
股
湯

夏
桀
を
放
ち
て
天
下
に
君
泥
り
し
後
に
あ
る
べ
く
、
其
が

賢
婦
に
引
用
せ
る
古
訓
の
形
を
取
れ
る
は
、
周
初
に
あ
る

こ
ご
、
周
の
租
先
后
鰻
を
三
后
の
中
に
解
せ
る
ご
、
般
の

頑
先
の
入
ら
ざ
る
ご
に
よ
り
て
知
る
を
得
べ
し
Q
（
般
の
浬

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
九
二
（
六
殴
四
）

先
の
瀦
へ
ら
れ
ざ
る
は
周
が
股
に
給
し
て
敵
國
の
念
猶
騒

瞭
な
り
し
時
代
に
あ
る
が
歪
な
ら
む
。
）
而
し
て
呂
刑
に
皇

帝
が
重
黎
に
命
じ
て
地
鳥
の
通
を
絶
π
し
め
慮
り
こ
い
へ

る
元
來
の
意
義
は
、
嘗
て
楚
昭
王
が
疑
ひ
し
如
く
、
上
古

天
地
相
癒
じ
て
、
人
乳
に
天
に
上
り
、
夕
に
天
に
上
り

て
、
旦
に
天
ご
語
り
、
夕
に
天
ご
語
り
得
把
り
し
我
が
紳

代
濡
話
の
如
き
も
の
存
せ
し
か
、
重
黎
に
至
り
飴
め
て
地

法
の
蓮
を
立
て
り
こ
い
ふ
な
る
べ
し
り
人
知
や
や
進
み
で

之
に
合
理
的
体
感
を
加
へ
ん
ご
企
て
π
る
結
果
、
途
に
重

器
を
二
分
し
て
、
南
正
重
ご
火
正
説
こ
な
し
、
之
に
天
地

神
民
を
分
顕
せ
し
め
、
更
に
降
り
て
五
行
説
の
流
行
す
る

や
、
火
面
黎
よ
り
后
土
の
一
概
を
書
出
せ
し
め
火
正
の
火

を
五
行
の
火
に
配
し
、
更
に
加
ふ
る
に
王
亥
ご
玄
冥
こ
の

歴
史
を
以
て
し
て
此
に
五
行
の
官
を
形
成
せ
b
。
而
し
て

此
に
般
人
の
麗
該
ざ
冥
ご
が
輿
る
に
至
れ
る
は
、
其
傳
説

の
成
立
が
周
の
般
に
封
ず
る
敵
悔
心
の
失
は
れ
し
後
に
め

る
が
故
な
ら
む
Q



　
然
る
に
叉
上
帝
ご
重
黎
こ
の
神
話
か
書
契
に
記
さ
れ
て

周
に
傳
る
や
、
形
鶴
に
よ
り
て
、
重
黎
が
重
華
こ
な
り
、

上
帝
即
天
に
配
す
る
に
は
、
莫
畳
々
こ
し
て
高
き
厩
性
を

表
示
せ
ん
爲
め
発
字
を
以
て
し
、
重
華
に
あ
っ
る
に
舜
字

を
以
て
し
て
、
此
に
始
め
て
尭
典
の
形
を
取
れ
る
な
ら

む
。
而
し
て
其
中
に
般
の
始
篇
ご
傳
へ
ら
る
y
契
が
禺
皐

陶
等
ご
並
び
て
敷
育
を
司
れ
る
は
、
周
人
が
般
に
し
て
敵

國
の
親
念
を
失
ひ
し
後
に
成
れ
る
は
勿
論
、
縣
禺
の
傳
尉

一
帥
話
の
分
化
こ
も
見
得
ら
る
、
，
す
霜
曇
其
子
王
亥
を

す
て
》
更
に
六
七
世
の
耐
契
を
取
り
し
は
、
後
出
の
憩
話

が
前
髪
の
野
臥
の
前
に
配
置
せ
ら
る
、
常
例
に
よ
り
て
推

す
に
、
塁
典
は
五
行
の
官
の
傳
説
よ
り
も
夏
に
後
世
の
も

の
な
ら
ざ
る
か
の
疑
な
き
に
あ
ら
す
。

　
又
量
刑
皇
帝
の
先
儒
の
解
題
を
見
る
に
、
或
は
似
て
頗

碩
こ
な
し
、
或
は
以
て
発
こ
な
し
、
或
は
以
て
舜
こ
な
し
、

叉
楚
世
家
の
コ
二
軸
爲
帝
韓
石
火
正
」
の
句
よ
り
推
せ
ば
漫

言
な
り
こ
も
解
す
る
も
得
べ
し
。
叉
呂
刑
に
記
せ
る
蟄
尤

第
二
巻
　
　
叢
　
設
　
　
呂
刑
に
見
え
旗
ろ
皇
帝

ご
上
帝
こ
の
關
係
は
五
帝
本
紀
に
著
さ
れ
た
る
、
黄
帝
ご

葛
生
．
こ
の
戦
に
相
似
π
り
。
上
帝
即
皇
帝
ご
見
れ
ば
、
皇

帝
ご
黄
帝
ご
は
音
相
近
く
古
書
に
混
同
せ
る
例
さ
ぺ
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
し
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
。
即
荘
子
齊
物
論
、
皇
帝
聖
霊
蕪
螢
也
の
繹
文
に
皇
帝

　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

本
又
作
黄
帝
ご
あ
・
b
O
又
史
記
歴
書
に
黄
帝
考
定
歴
星
云

　
　
　
　
ヘ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

々
の
黄
帝
を
評
林
本
皐
帝
に
作
れ
り
○
此
に
よ
り
て
論
ず

　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
し

れ
ば
皇
帝
ご
黄
帝
こ
も
指
骨
一
番
説
の
霊
化
に
あ
ら
ざ

る
か
○
思
ふ
に
黄
帝
、
額
預
、
帝
轡
．
帝
壷
、
田
圃
、
の

五
帝
は
盤
く
呂
刑
の
皇
帝
よ
り
分
化
登
達
せ
る
紳
話
に
し

て
、
歴
史
上
の
人
な
ら
ざ
る
べ
し
Q

　
以
上
論
ず
る
所
は
遺
れ
を
胸
臆
に
ご
れ
る
も
の
多
く
し

て
、
讃
左
不
充
分
な
る
の
み
な
ら
す
。
儒
家
維
典
の
説
に

乖
反
す
る
あ
る
は
余
も
亦
之
を
知
れ
ご
も
、
か
く
解
し
て
、

や
、
支
那
上
古
更
に
把
握
あ
る
解
騨
を
下
し
得
た
る
を
畳

ゆ
る
が
故
に
、
敢
て
博
雅
の
敷
釜
を
請
ふ
な
り
。
此
篇
を

草
す
る
に
要
り
畏
友
石
無
識
士
弊
、
帥
田
君
士
術
の
有
盆

な
る
助
言
を
賜
り
し
を
謝
す
O
（
大
正
六
五
五
稿
八
，
三
〇
補
正
）

第
四
號

臥
乃
一
二
　
　
（
六
四
五
）


